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医療機器承認番号 販売名  
22500BZX00476000 トライアスロン　トライタニウム　脛骨ベースプレート

Triathlon® Tritanium® Tibial baseplate

ペグによる初期固定
トライタニウム脛骨ベースプレートはトライアスロン プライマリーシステ
ムと同様にデルタフィットキールを有し、初期固定性が期待できます。
また、4本のクルシフォームペグがさらなる固定性をサポートします1。
クルシフォームペグの位置及び長さは、実際の骨からなる骨形態のデータ
ベース（SOMA）から350以上の骨を基に決定されています2。これにより、
ペグが皮質骨に干渉するリスクを軽減させ、骨質の良い海綿骨にペグを固
定することが期待できます2。
本製品は、トライアスロン プライマリーシステムの大腿骨•膝蓋骨コンポーネ
ント（セメント•セメントレス両方）と合わせて使用できます。

シンプルな手術手技
従来のセメントシステムから1ステップを追加するのみとなっています。脛骨
のキール部を形成した後、固定性を向上させるためのクルシフォームペグの
ホールを形成し、インプラントを設置できます。

カタログ番号 サイズ A/P（mm） M/L（mm） キール長（mm） キール幅（近位•mm） ペグ長（mm） ペグ径（mm）
5536-B-100 1 40 61 28 40 7 7
5536-B-200 2 42 64 28 40 8 7
5536-B-300 3 44 67 28 40 9 7
5536-B-400 4 46 70 34 52 9 7
5536-B-500 5 49 74 34 52 10 7

パラメーター トライアスロン トライタニウム 計測値

気孔率（%） 68 ± 1

平均気孔径（μm） 527 ± 12

コーティングの厚み（μm） 1,276 ± 19

カタログ番号一覧　サイズ6/7についてはお問い合わせください。

トライタニウム脛骨ベースプレートの3D構造部分は純チタンであり、Laser Rapid Manufacturing（LRM）により多くの3D構
造の層をインプラント周囲に加工し、海綿骨に近い構造を作ることで骨新生を促すデザインとしています。
また、このLRMの技術を採用することにより、適切な箇所に3D加工を施すことができるため、キール部分への加工を避け脛骨近位
部におけるストレスシールディングのリスクを低減できるよう配慮しています。
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